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1. はじめに 

COVID-19 の流行によりテレワークが推進され

た一方で、テレワーク環境下での業務の生産性

に対する問題意識を耳にするようになった. 

本研究の目的は，テレワーク環境下でチーム

の生産性に影響する要因を発見することである．

そのため，質問紙調査を行い，「テレワークで

チームの生産性が上がったと感じている人」の

特徴を検討した． 

2. 方法 

2.1. 調査方法 

調査者が知人などを通して，2021 年 8 月に

web調査形式で実施した． 

2.2. 質問紙の構成 

質問紙は，先行研究[1]から， 13 項目群 51 項

目，役割，職種，年齢等の個人属性から次の通

り構成した．なお，回答者は，組織やチームで

仕事をしており，直近半年間にテレワークを経

験していることを条件とした．  

テレワークに関し，頻度が週に何日か，及び，

チーム内でテレワークをしている人数の割合の 1

日当たりの平均値の回答を求めた． 

テレワーク環境での生産性については，個人

の生産性，及びチーム全体の生産性のそれぞれ

について，「非常に悪化した」～「非常に改善

した」の 5件法に回答を求めた． 

仕事の形態については，普段プロジェクト型

の業務に従事しているかについて，はい・いい

えで回答を求めた． 

チーム内のコミュニケーションについては，

質と量を尋ねた．質については，目標への協働

因子[2]から  6 項目を選択，「無駄な会議があ

る」を追加し，計 7 項目に，「あてはまる」～

「あてはまらない」の 5件法に回答を求めた．    

量については，コミュニケーション因子[2]から 3

項目を選択 ，「あてはまる」～「あてはまらな

い」の 5件法に回答を求めた． 

 テレワークでの個人の仕事環境について，本

調査以前に実施したインタビューの逐語録等か

ら作成した 6 項目について，「あてはまる」～

「あてはまらない」の 5件法に回答を求めた． 

チームのテレワークでの仕事環境について，

インタビューの逐語録等から作成の 5項目，「あ

てはまる」～「あてはまらない」の 5 件法とした． 

仕事の習熟度については，「上司・メンバー

の指導下で業務を行うことができる」～「業務

全体について，チームメンバーや部下を指導で

きる」の 5段階とした． 

ワーク・エンゲージメントについては，仕事

に積極的に向かい活力を得ている状態[3] の 9 項

目を「全くない」~「いつも感じる」の 6 件法に

回答を求めた． 

仕事のやり方・考え方について，自己方略尺

度[4]から，計 9 項目を選択，「あてはまる」～

「あてはまらない」の 5件法に回答を求めた． 

個人のチーム能力については，コミュニケー

ション能力，チーム志向能力尺度，バックアッ

プ能力尺度，モニタリング能力尺度[5]から，計

13 項目を選択，「非常にあてはまる」～「全く

あてはまらない」の 6件法とした． 

仕事に関する価値観については，労働価値観

測定尺度(短縮版)[6]から， 4 因子 12 項目を選択

し，「重要である」~「重要でない」の 4 件法に

回答を求めた． 

3.結果 

3.1. 回答者の属性 

有効回答は 88件であった．性別は，女性 26名，

男性 62 名であった．年代は，20 代 8 名，30 代 

20名，40代 23名，50代 23名，60代 14名(平均

年齢 47 歳）であった．職種は，管理・企画・経

営 29 名，研究開発 18 名，営業 15 名，サービス 

7 名，事務職 5 名，他 14 名であった．仕事の形

態は，プロジェクト型 52 名，プロジェクト型以

外 36 名であった．チーム内での役割は，ライン

マネージャー(管理職) 26 名，プロジェクトマネ

ージャー 16 名，チームリーダー 16 名，メンバー 

30名であった． 

3.2. テレワーク，生産性の状況 

テレワークの頻度については，週に 1日 8名，

2 日 6 名，3 日 12 名，4 日 14 名，5 日 48 名であ

った．チーム内でテレワークをしている人数の

割合は，10% 2 名，20%-40% 12 名，50% 7 名，

60-90% 36名，100% 31名であった． 
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個人の生産性については，テレワークによっ

て，非常に改善した 15名，改善した 32名，変わ

らない 31 名，悪化した 9 名，非常に悪化した 1

名であった．チームの生産性については，テレ

ワークによって，非常に改善した 9名，改善した

19 名，変わらない 45 名，悪化した 15 名，非常

に悪化した 0名であった． 

3.3. 生産性が上がった人，上がらなかった人の比

較 

チームの生産性が上がったと回答した人の特

徴を検討するために，回答者を次の 2群に分類し

た．まず，テレワーク環境下でチームの生産性

が「非常に改善した」，もしくは「改善した」

と回答した人 28 名を「生産性が上がった群」と

した．また，「変わらない」，もしくは「悪化

した」と回答した人 60 名を「生産性が上がらな

かった群」とした． 

次に，有意水準 5%で片側検定の t 検定を行っ

た．その結果，有意差がみられたのは，チーム

内コミュニケーション(量) t (57) = -2.69 p < .01，

個人の習熟度 t (83)= -3.15 p < .001，ワーク・エン

ゲージメント t (81)= -5.49 p < .01，仕事への取り

組み：学習志向的  t (57)= -2.26 p < .05，仕事に関

する価値観：自己の成長  t (55)= -2.00 p < .05，個

人の生産性 t (70)= -5.90 p < .001であった(表 1)． 

表 1 t検定の結果 

 
4.考察 

テレワークでチームの生産性が上がったと感じ

ている人と上がらなかったと感じている人を比

較した結果，チーム内のコミュニケーション量，

仕事の習熟度，ワーク・エンゲージメント，仕

事への取組み，仕事に関する価値観，個人の生

産性について，異なることが示された． 

 まず，チームの生産性が上がったと感じてい

る人は，チーム内のコミュニケーション量が多

く，個人の生産性が高いという結果であった． 

このことから，次のような関連が推測される．

業務中に同僚とコミュニケーションをとる敷居

が低いと，業務中の懸念点や疑問点を抱え込む

ことなく，業務を進められる．その結果，個人

の生産性が上がり，そしてチームとしての生産

性も上がったと感じている． 

 次に，仕事への取組みや仕事に関する価値観

として，チームの生産性が上がったと感じてい

る人は，自分の成長に重きを置く傾向や，ワー

ク・エンゲージメントが高い傾向であった．つ

まり，仕事に対して前向きで，向上心が高い場

合に，チームの生産性も上がったと感じている． 

5.おわりに 

本調査の結果，チームの生産性が上がったと

感じている人は，そうでない人と比較して，チ

ーム内のコミュニケーション量，個人の習熟度，

ワーク・エンゲージメント，仕事への取組み：

学習志向的，仕事に関する価値観：自己の成長，

個人の生産性が高い傾向があった． 

本研究では，生産性の尺度を設定せず，個人

の生産性の感じ方で回答を求めた．チームによ

って生産性の尺度は異なるため，チームの生産

性の尺度を設定した調査の余地がある． 
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